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ょかわら 
市 の 人 口 	リl 25. 108 人 	世帯数 	13, 697 

（昭和50年 2 月 1日現在）住民基本台帳から 51, 977人 女 26, 869人 

めたいものです。 あらゆる機会を利用して、正しい歩き方を教 

えるようにしましよう。 

(2 月28日、市立栄小学校で） 

親の心がけ 	 今春、幼稚園や小学校に 

入るお子さんをお持ちのお父さん、お母さん、かわいいお子

さんを交通事故から守るために、家庭でも交通安全教育に努 

す乙I 、J 剖 , 
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三
月
四
日
 

（火
）
曇

八
時
半
、
 

長
尾
農
林
課

長
、
高
橋
土

地
改
良
室
長

と
と
も
に
出
 

発
。
九
時
半

に
は
東
北
農
政
局
津
軽
総
合
開

発
調
査
事
務
所
で
伊
藤
調
査
第

一
課
長
、
似
内
同
第
二
課
長
、
 

沢
辺
庶
務
課
長
の
各
氏
よ
り
津

軽
五
万
加
の
う
ち
四
万
』
は
目

下
国
営
、
県
営
事
業
と
し

て
そ

れ
ぞ
れ
着
工
中
で
あ
る
が
、
市

に
直
接
関
係
の
深

い
六
、
七
一
一

四
』
に
お
よ
ぶ
相
原
排
水
問
題

に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
建
設

省
の
五
ト
ン
と
湛
水
防
除
事
業

の
九
ト
ン
の
内
五
ト
ン
の
更
新

を
含
む
新
設
二
六
ト
ン
の
排
水

機
設
置
の
計
画
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
 

十
時
半
に
は
平
川
農
業
水
利

事
業
所
を
訪
ね
、
奥
村
所
長
、
 

嶺
岸
次
長
、
桜
井
工
事
課
長
と

懇
談
し
た
が
、
受
益
面
積
五
、
 

九
六
三
』
の
用
水
確
保
の
た
め

の
貯
水
量
一
、
三
五
〇
万
ト
ン

の
早
瀬
野
ダ
ム
は
五
〇
年
度
予

算
九
億
七
千
万
円
を
も
っ
て
工

事
に
入
る
計
画
で
、
ま
た
本
市

内
を
縦
貫
す
る
国
営
五
所
川
原

幹
線
水
路
と
頭
首
工
が
す
で
に

決
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
市
内

の
堰
の
統
廃
合
と
も
関
係
が
深

い
工
事
の
早
期
実
現
を
お
願
い

し
た
。
 

一
時
に
は
浪
岡
川
農
業
水
利

事
業
所
で
村
田
所
長
、
増
田
工
 
 

事
課
長
と
お
会

い
し
、
受
益
面

積
三
、一
一
九一
一一
、
貯
水
量
七
六

〇
万
ト
ン
の
ダ
ム
の
今
年
度
予

算
額
四
億
八
千
万
円
、
進
捗
率

二
〇
％
、
の
説
明
を
受
け
て
か

ら
ダ
ム
現
地
へ
急
行
、
三
メ
ー
 

ト
ル
余
り
の
隊
道
と
コ
ン
ク
リ
 

ー
ト
ミ
ル
ク
注
入
の
現
場
を
視

察
し
た
が
、
予
想
以
上
の
規
模

に
驚
く
。
 

三
時
半
に
は
北
土
地
改
良
事

業
所
で
中
里
所
長
、
長
尾
次
長

と
と
も
に
松
野
木
川
改
修
と
関

連
す
る
圃
場
整
備
一
三
〇
加
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
と
く
に
調

整
費
な
ど
に
つ
い
て
今
後
も
連

絡
を
密
に
す
る
こ
と
を
約
し
た
。
 

四
時
四
〇
分
、
小
田
川
農
業

水
利
事
業
所
で
は
佐
々
木
設
計

係
長
か
ら
受
益
面
積
四
、
〇
一

一
』
の
用
水
確
保
の
う
ち
わ
け

は
、
河
川
一
八
、
〇
〇
〇
ト
ン

溜
池
八
、
五
〇
〇
ト
ン
、
小
田

川
ダ
ム
ー
ー
、
〇
〇
〇
ト
ン
、
 

尻
無
、
蒔
田
両
ポ
ン
プ
場
で
一
一

四
、
〇
〇
〇
ト

ン
を

取
水
す

る
計
画
で
、
相
原
頭
首
工
か
ら

毎
秒

一
・
八
五
ト
ン
を
旧
十
川

へ
流
入
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
 

事
業
の
進
捗
率
は
五
〇
％
で
、
 

各
事
業
所
中
も
っ
と
も
進
ん
で

お
り
、
九
七
〇
万
ト
ン
の
ダ
ム

の
本
体
は
工
事
完
了
と
聞
く
。
 

な
お
ニ
ノ
沢
溜
池
は
、
現
状
の

ま
ま
残
る
と
い
う
こ
と
で
、
幻

の
高
層
湿
原
植
物
ホ
ロ
ム
イ
イ

チ
ゴ
の
安
全
が

一
応
確
保
さ
れ

る
見
通
し
に
ほ
っ
と
し
な
が
ら

日
程
を
終
る
。
 

夜
来
客
あ
り
。
 



勤続ごくろうさん 
優良従業員 79人を表彰 

煽，⑤ 4321 

市政ダイヤル 
市政についての 

行事や予定は 

「
一
一
〇
番
」
 
を
ダイ
ヤ
ル

す
る
と
、
青
森
、
八
戸
、
弘
前

地
区
は
県
警
察
本
部
通
信
指
令

室
の
係
員
が
電
話
に
で
ま
す
。
 

こ
の
四
月
か
ら
、
五
所
川
原

地
区
の
「

一
一
〇
番
」
も
県
警
 

察
本
部
で
受
理

す
る
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
 

「
一
一
〇
番
」
は
、
緊
急
の

事
件
、
事
故
を
警
察
に
通
報
す

る
電
話
で
す
か
ら
、
事
件
や
事

故
で
な
い
用
件
で
は
使
わ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

「
一
一
〇
番
」
を
か
け
る
と

き
は
、
ま
ず
何
が
あ
っ
た
か
を

言
い
、
例
え
ば
、
 
「
ど
ろ
ぼ

フ

に
入
ら
れ
た
」
、
 
「交
通
事
故

で
す
」
と
は
っ
き
り
話
し
て
く

だ
さ
い
。
 
「場
所
」
 
ゃ
「目
標
 

」
 
は
、係
員
が
順
を
追
っ
て
聞

き
ま
す
の
で
落
ち
つ
い
て
答
え

て
く
だ
さ
い
。
 

「
一
一
〇
番
」
 
の
ダイ
ヤ
ル

は
正
し
く
ま
わ
し
て
く
だ
さ

い
。
 

電
話
器
の
種
類
で
も
か
け
方
が
 

違

い
ま
す
。
 

△
加
入
電
話
 

一
一
〇
と
ゆ

っ
く
り
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。
急
ぐ

と
一
〇
〇
番
や

一
〇
四
番
に
か

か
り
ま
す
。
 

△
青
電
話
 
緊
急
呼
出
器
の
 

「
一
一
〇
」
を

ま
わ
す
。
 

△
赤
電
話
 
ピ
ン
ク
電
話

店
の
人
に
話
し
、
カ
ギ
で
切

り
か
え
て
も
ら
っ
て
か
ら

一
一

〇
を
ま
わ
す
。
 

『
ハ
イ
ー
 
一
〇
番
 
警
察
で
す

』
 

⑦
）
 

〔毎月 1 日、15日発行〕 

日
 

四
月
十
三
日
の
投

マ

v
 票
日
には
、
忘
れ
ず

ー
 投
票
し
、
大
切
な

一
 

月
 票

を
行
使
し
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

4
 △

投
票
の
日
時

四
月
十
三
日
（
日
）
 

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

△
選
挙
権
は
 

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
 

〈
住
所
は
〉
こ
と
し
三
月
十

七
日
現
在
で
三
カ
月
以
上
引
き

続
き
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
 

（昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
七
 
 

日
ま
で
に
転
入
届
を
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
は
住
民
票
を
作
成

し
て
い
る
こ
と
）
 

〈
年
齢
は
〉
昭
和
三
十
年
四

月
十
四
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

△
市
内
転
居
者
の
投
票
所
は

こ
と
し
二
月
二
十
八
日
ま
で

に
転
居
届
を
し
た
者
は
新
し
い

住
所
の
投
票
所
で
 

こ
と
し
三
月
一
日
か
ら
四
月

十
三
日
ま
で
転
居
届
を
し
た
者

は
前
の
投
票
所
で
 

△
入
場
券
は
発
行
し
ま
せ
ん

投
票
所
の
入
場
券
は
発
行
し

ま
せ
ん
の
で
、
投
票
当
日
住
所
 

第
二
十
回
の
 
「優
良
商
工
従

業
員
表
彰
式
」
 
は
、二
月
二
十

一
日
産
経
会
館
に
八
十
人
の
従

業
員
、
来
賓
が
出
席
し
て
開
か

れ
、
長
年
職
場
で
働
く
従
業
員

た
ち
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
五
所
川
原
商
工
会

議
所
と
市
、
五
所
川
原
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
共
催
で
開
い
た

も
の
で
、
表
彰
式
で
は
村
上
純

一
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
ニ
十

年
以
上
の
勤
続
者
な
ど
七
十
九

人
の
従
業
員
に
対
し
、
東
北
六

県
商
工
会
議
所
連
合
会
と
五
所

川
原
商
工
会
議
所
か
ら
の
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
中
谷
市
収
入
役
と
佐

々
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
会
長
か
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ

十
年
以
上
勤
続
で
「
中
三
」
 
デ
 

地
の
投
票
所
へ
行
っ

て
投
票
し

て
く
だ
さ

い
。
 

△
不
在
者
投
票
は
 

こ
と
し
四
月
一
日
か
ら
四
月

十
二
日
ま
で
。
 
（午
前
八
時
半

か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
 

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
選
挙
の

期
日
前
四
日
ま
で
で
す
。
 

△
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

三
月
十
九
日
か
ら
三
月
二
十

三
日
ま
で
。
 
（
午
前
八時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
で
）
 
 

パ
ー
ト
勤
務
の
佐
野
征
一
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た

o
 

△
ニ
十
年
以
上
勧
続
者
 

金
子
て
つ
、
藤
田
東

一
郎
、
 

小
田
桐
貞
作
、
加
藤
正
行
、
岩

測
義
夫
、
越
谷
良
蔵
、
成
田
幸

雄
、
杉
山
道
栄
、
田
中
義
通
、
 

上
原
清
治
 

△
特
別
功
労
者
 

工
藤
寛
、
藤
島
正
八
、
佐
藤

宗
義
、
水
口
京
子
、
成
田
英
子
 

野
呂
正
彦
 

（敬
称
略
）
 

市
税
務
課
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
し
ま
す
の
で
、
関
係
者
は
各

自
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦

覧
し
、
登
録
さ
れ
た
事
項
を
確

認
し
ま
し
よ
う
。
 

こ
れ
は
、
固
定
資
産
の
評
価
 

1
物
品
調
達
登
録

J
 

F
の
更
新
を
受
付

L
 

市
財
政
課
で
は
、
庁
用
物
品

の
調
達
を
希
望
す
る
業
者
の
登

録
を
受
付
け
し
て
お
り
ま
す
。
 

△
受
付
け
期
限
 
三
月
二
十

日
ま
で
。
 
（平
日
午
前
八
時
半
 

ー
午
後
四
時
ま
で
、
土
曜
日
午

前
八
時
半
ー
正
午
ま
で
）
 

△
受
付
け
場
所
 
市
財
政
課
 

（
本庁
四
階
）
 

な
お
、
 「
登
録
申
請
書
」
 
の

用
紙
は
当
課
に
あ
り
ま
す
。
 

額
な
ど
、
五
十
年
度
の
固
定
資

産
税
と
都
市
計
画
税
の
税
額
の

算
定
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す

か
ら
、
と
く
に
昨
年
中
に
家
屋

を
新
増
築
し
た
り
、
土
地
を
取

得
さ
れ
た
方
は
必
ら
ず
縦
覧
し

ま
し
よ

・フ
。
 

な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
項
に

不
服
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期

間
の
初
日
か
ら
末
日
後
十
日
ま

で
の
間
に
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
審
査
の
申
し
立
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

△
期
間
 
三
月
一
日
ー
三
月

一
一
十日
ま
で
 

△
時
間
 
平
日
午
前
八
時
半
 

ー
午
後
四
時
、
土
曜
日
午
前
八

時
半
ー
正
午
 

△
場
所
 
市
税
務
課

（
本
庁

三
階
）
 

県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
 

襲

課
税
台
帳
を
縦
覧
 



⑧
）
 

農業者年金ー 

国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め

忘
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納

期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

四
月
一
日
か
ら
市
の
 
「国
民

健
康
保
険
証
」
が
新
し
く
な
り

み
な
さ
ん
に
は
三
月
三
十

一
日

ま
で
に
新
し

い
水
色
の
保
険
証

を
配
布
す
る
予
定
で
す
。
 

も
し
、
期
日
ま
で
に
配
布
に

な
ら
な
い
場
合
は
、
健
康
年
金

課
保
険
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
 

い
。
 

な
お
、
四
月
一
日
か
ら
旧
保
 

も
し
、
保
険
料
を
納
期
限
ま

で
納
め
ま
せ
ん
と
、
こ
の
間
思

わ
ぬ
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
 

不
幸
に
し
て
ご
主
人
が
亡
く
な

っ
た
り
し
た
場
合
、
障
害
年
金
 

こ
の
よ
う
な
事
故
に
あ
っ
た

り
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
あ
わ

て
て
保
険
料
を
納
め
て
も
ま
に

あ
い
ま
せ
ん
。
納
め
忘
れ
の
保

険
料
が
な
い
か
、
い
ま
一
度
確
 

め
て
く
だ
さ
い
。
 

］
 

納
め
た

つ
も
り
で
、
 

＼
 

納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
例
 

が
案
外
多
い
の
で
、
保

険
料
は
、
必
ず
納
期
限
ま
で
完

納
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

今
度
の
改
正
で
、
出
稼

ぎ
等
に
行
っ
て
被
用
者
年

金
（
厚
生
年
金
等
）
に
加

入
し
て
い
る
期
間
を
農
業

者
年
金
の
受
給
資
格
の
算

定
基
礎
と
な
る
保
険
料
納

付
済
み
期
間
等
と
し
て
通

算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

毎
年
六
カ
月
間
出
稼
ぎ
に
行

く
人
は
、
そ
の
出
稼
ぎ
期
間
（
 

短
期
被
用
者
年
金
期
間
と
い
い

ま
す
。
）
の
A
ロ
計
と
保
険
料
納

付
済
み
期
間

と
総
合
計
し
て
一
一

十
年
（
期
間
短
縮
者
は
五
年
か

ら
十
九
年
）
以
上
あ
れ
ば
、
年

金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
場
合
、
短
期
被
用
者
年

金
期
間
と
さ
れ
る
出
稼
ぎ
期
間
 

は
、
次
の
要
件
を
 
ぐ
縛Jー
レ
に
却

満
た
す
こ
と
が
必
 
ツ
弘一
 
‘
 

用
で
す
。
 

m
短
期
被
用
者
年
金
期
問
と

さ
れ
る
出
稼
ぎ
等
の
要
件
 

（イ
）
出
稼
ぎ
等
の
期
間

出
稼
ぎ
等
を
止
め
て
帰
っ
て

き
た
日
（
こ
の
日
は
被
用
者
年

金

〈
厚
生
年
金
等
〉
の
被
保
険

者
の
資
格
を
喪
失
し
て
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
資
格
を
再
取

得
す
る
日
で
す
が
）
に
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
起
算
し
て
、
過

去

一
年
間
に
お

い
て
、
農
業
者

年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
四
カ

月
以
上
あ
る
こ
と
、
言
い
か
え

ま
す
と
こ
の
一
年
間
に
お
け
る

出
稼
ぎ
等
の
期
間
が
八
カ
月
以

下
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
毎
年
八
カ
月

以
下
の
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る

場
合
ば
短
期
被
用
者
年
金
期
間
 
 

と
さ
れ
ま
す
。
 

（
口
）
出
稼
ぎ等
の
内
容

出
稼
ぎ
等
に
行
っ
た
場
合
は

被
用
者
年
金
の
被
保
険
者
と
な

る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
場
合
、
 

①
船
員
保
険
の
任
意
継
続
被

保
険
者
と
な
っ
た
り
、
②
厚
生

年
金
の
第
四
種
被
保
険
者
と
な

っ
た
り
、
ま
た
、
③
西
＼
林
年
金

の
任
意
継
続
組
合
員
と
な
る
場

合
は
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、
前
記
以
外
の
被

保
険
者
と
な
る
出
稼
ぎ
等
で
あ

れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。
 

（八
）
出稼
ぎ
閣

の
届
け
出

そ
の
出
稼
ぎ
期
間
が
、
短
期

被
用
者
年
金
期
間
で
あ
る
旨
を

基
金
に
届
け
出
た
場
合
に
初
め

て
「
短
期
被
用
者
年
金
期
間
」
 

奪
メ
』
ー
 

費
一
 
【
“
受
じ
、掌
 

」
一「
 

と
さ
れ
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
他
の
要
件
を

満
た
し
て
い
て
も
届
け
出
を
し

な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
農
協
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
二〕
短
期
被
用
者
年
金
期

間
の
適
用
 

法
の
施
行
日
ー
昭
和
五
十
年

一
月
一
日
に
出
稼
ぎ
中
の
場
合

に
は
、
そ
の
出
稼
ぎ
期
間
か
ら

ま
た
、
昭
和
五
十
年

一
月
一
日

に
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
次
の
出
稼
ぎ

期
間
か
ら
短
期
被
用
者
年
金
期

間
と
算
｛
疋さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

②
出
稼
ぎ
者
の
生
ム
皿
額
の
算
定

保
険
料
納
付
済
み
期
間
等
（
 

出
稼
ぎ
期
間
を
含
め
て
）
が
一
一
 
 十

年
（
期
間
短
縮
者
は
五
年
か

ら
十
九
年
）
以
上
あ
れ
ば
年
金

の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
わ
け

で
す
が
、
年
金
額
は
、
保
険
料

を
納
付
し
た
期
間
に
応
じ
て
算

定
さ
れ
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、
保
険
料
納
付
済

み
期
間
十
年
、
短
期
被
用
者
年

金
期
間
十
年

の
人
が
も
ら
え
る

年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
付
し

た
期
間
十
年
に
対
応
し
た
年
金

額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

年
金
の
受
給
資
格
を
確
保
す

る
た
め
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
 

△
届
け
出
期
限
 

出
稼
ぎ
等
を
止
め
て
国
民
年

金
の
被
保
険
者
資
格
を
再
取
得

し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
 

鰯
鷺

気
晦纏
ー
 

①
印
鑑
 

⑦
‘
唇
業者
年
金
被
保
険
者
証
 

瓜冒
勤
務
先
が
発
行
し
た
被
用
者

年
金
加
入
期
間
証
明
書
 

△
届
け
出
先
 

農
業
協
同
組
合
 

△
お
願
い
 

勤
務
先
が
発
行
す
る
被
用
者

年
金
加
入
期
間
証
明
書
の
用
紙

は
農
業
協
同
組
合
に
あ
り
ま
す

出
稼
ぎ
に
出
る
と
き
証
明
書
 

の
用
紙
を
持
参
し
、
帰
る

と
き
に
事
業
主
に
証
明
し

て
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
 

※
詳
し
い
こ
と
は
、
農

協
か
農
業
委
員
会
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

昭和50年年賀はがき 

お年玉当選番号 

1等 折りたたみ式自転車 

	

各組共通 	
｛699855
674166 

	

A 組 	225224 
2等 腕 時 計 

各組共通 下5けた 

27707 
A組 下5けた 

22800 

3等鷺-I洗算ノ 
各組共通 下3けた 

683 023 
4 等 Iお年玉切手シート 

1各組共通 下2けた 
80 48 39 

rお年玉引き換え期間1月、 
、20日から 7月19日まで ノ 

 

「お 城」 
市立七ツ館小学校（田辺洋三校長） 

4年後藤由美子さんが作った 「お城」。 

冬休み作品展で金賞を受けた。ヤク

ルトのカラ容器2,000本を使用。10日間

かかった。材料は、ほかにラッカー、 

画用紙、いと、ひも、ホッチキス、 ボ

ンド、針金。 

、
 

●
よ内
男
勺
！

一
」

ー
ー
 

＼
 

こ
く
み

ん
ね

ん
き
ん
 

納
期
限
は
、
 一
月
、
二
月
、
 

や
母
子
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ

三
月
分
が
三
月
末
日
と
い
う
よ
 

な
い
こ
と
に
な
り
、
六
十
五
歳

う
に
三
カ
月
ご
と
に
決
め
ら
れ
 

に
な
っ
て
も
老
齢
年
金
を
受
け
 

て
い
味
す
。
 

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

国
民

健
康
保
険

コ
 
険
証
は
病
院

な
ど
に
出
し
て
も

証
四

月
に
更

新
」
 
使
用
で
き

ま
せ
ん
C
 

農業者年金 



農
家
の
み
な
さ
ん
へ
 

こ
と
し
は
、
種
モ
ミ
の
消
毒

の
方
法
が
次
の
よ
う
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
 

切
っ
た
種
モ
ミ
を
二
百
倍
液
に

四
十
八
時
間
浸
漬
し
、
そ
の
あ

と
常
法
に
よ
り
浸
種
、
催
芽
ず

る
。
薬
液
は

一
回
使
用
と
す
る
。
 

以
上
の
方
法
で
で
き
な
い
場

合
は
両
育
苗
法
と
も
左
記
に
よ

る
。
 

①
粉
衣
法
（
ベ
ン
レ

ー
ト
T
 

水
和
剤
二
〇
）
 

塩
水
選
後
水
洗
し
、
生
乾
に

し
た
種
モ
ミ
に
乾
燥
モ
ミ
重
の
 

干
し
す
る
。
そ
の
あ
と
、
常
法

に
よ
り
浸
種
、
催
芽
す
る
。
 

＠
消
毒
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

①
薬
液
の
液
温
は
、
摂
氏
十

度
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
。
 

②
消
毒
中
は
よ
く
か
く
は
ん

し
、
薬
剤
が
種
モ
ミ
と
よ
く
混

ざ
る
よ
う
に
す
る
。
 

命
留
旧
毒後
の
水
浸
は
、
流
水
 

△
機
械
移
植
用
箱
育
苗
 

高
濃
度
短
時
間
浸
漬
法
（
ベ
 

ン
レ
ー
ト
T
水
和
剤
二
〇
ま
た
 

は
ホ

ー
マ
イ
）
 

塩
水
選
水
洗
い
後
、
水
切
り
 

詳
難
」種
 
廿
種モ
II、
 

モ
ミ
を
十
分
間
浸
漬
し
、
二
日

間
程
度
カ
ゲ
干
し
を
す
る
。
そ

の
あ
と
常
法
に
よ
っ
て
浸
種
、
 

催
芽
す
る
。
薬
液
は
、

ベ
ン
レ
 

ー
ト
T
で
五
、
六
回
、
ホ
ー

マ

イ
で
四
回
位
使
用
で
き
る
。
 

△
普
通
折
衷
、
畑
苗
代
育
苗

低
濃
度
長
時
間
浸
漬
法
（
ベ

ン
レ
ー
ト
T
水
和
剤
二
〇
）
 

塩
水
選
水
洗
い
後
よ
く
水
を
 

の
消
毒
方
法
が
変
わ

り
ま
し

た
廿
首

n
ー
フ戸
 

く
；
ー
ー
ブ
ー
‘
，
、
‘
．'
!
,
:
，‘
 
ー
 

④
ォ
ケ
、
タ

〇
・
五
％
量
の
薬
剤
を
粉
衣
し
 
ル

な
ど
を
利
用
し
て
浸
種
す
る

二
日
間
放
置
す
る
。
そ
の
あ
と
 

場
合
、
水
の
交
換
は
初
め
の
一
一

常
法
に
よ
り
浸
種
、
催
芽
す
る
。
 
日
間
は
お
こ
な
わ
な
い
。
 

②
高
濃
度
混
和
法
（
ベ
ン
レ
 

（
五
所川
原
地
区
農
業
改
良
 

ー
ト
T
水
和
剤
二
〇
、
ホ
ー

マ
 
普

及
所
）
 

イ
）
 

塩
水
選
水
洗
の
あ
と
の
種
モ
 

ミ
に
二
〇
倍
液
を
乾
燥
モ
ミ
重
 

の

一
〇
％
に
相
当
す
る
量
を
混
 

ぜ
あ
わ
せ
、
二
日
間
程
度
カ
ゲ
 

出
稼
者
就
労
状

況
写
真
展
 

名
ー
 

柔
道
選
手

権
大
 

J
 

/
 

2
3日
、
五
所
川
原
で
 
ノ
 

日
赤
五
所
川
原
市
奉
仕

団
（
佐
藤
貞
団
長
）
の
一

行
は
、
さ
る
二
月
下
旬
、
 

市
立
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る

み
園
」
 
と
寝
た
き
り
老人

施
設
「
青
山
荘
」
を
慰
間

お
と
し
よ
り
た
ち
か
ら
喜

ば
れ
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
二
十
三
人
の

主
婦
た
ち
で
、
ダ
ン
ボ

ー
 

ル
箱
に
み
か
ん
ゃ
お
菓
子

を
い
っ
ぱ
い
詰
め
、
寝
た

き
り
の
お
と
し
よ
り
た
ち

に
お
菓
子
を
手
渡
し
な
が

ら
、
 
「早
く
元
気
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
 
と
励ま
し

て
い
ま
し
た
。
 

、
、
ー
 

な
っ

て
ね
」
 

「【
ー
 
畔
 

老
人
施
設
を
 

こ
と
し
、
四
月
一
日

か
ら
実
施
し
、
同
日
以

降
に
受
け
た
医
療
費
の

自
巳
負
担
を
給
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

△
対
象
者
は
 

市
内
に
住
み
、
住
民
 

登
録
を
し
て
い

る
者
で
、
各
種

社
会
保
険
に
規

定
す
る
被
保
険
 

者
、
ま
た
は
被
扶
養
者
で
あ
る

こ
と
。
 

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
一
級
ま
た
は
二
級
に
該

当
す
る
者
。
 

精
神
薄
弱
者
は
、
青
森
県
（
 

弘
前
）
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談

所
、
ま
た
は
、
県
立
弘
前
児
童

相
談
所
に
お

い
て
知
能
指
数
の

判
定
を
受
け
、
愛
護
手
帳
を
所
 

持
し
た
知
能
指
数
三
十
五
以
下

の
者
（
た
だ
し
、

い
ず
れ
の
場

合
も
生
活
保
護
者
は
除
く
）
 

な
お
、
愛
護
手
帳
を
所
持
し

て
い
な
い
在
宅
精
薄
者
は
早
急

に
市
福
祉
事
務
所
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
詳
細
に

つ
い
て
も
同
所
福
祉
係
（
内
線

二
六
三
番
）
に
お
間
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
出
稼
協
会
、
出

稼
相
談
所
、
市
出
稼
対
策
室
共

催
で
、

出
稼

者
の
就
労

状
況

を
撮
し
た
写
真
展
を
三
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
三

日
間
、
 
「丸
友
」
 
デパ
ー
ト
五

階
で
開
き
ま
す
。
 

関
東
方
面
を
中
心
に
二
十
数

社
、
百
数
十
点
が
展
示
さ
れ
る

予
定
で
す
の
で
、
と
く
に
留
守

家
庭
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
が

予
定
さ
れ
て
い
る
五
所
川
原
第

一
中
学
校
で
、
三
月
二
十
三
日
 

（
日
）
午
前
九
時
か
ら
、
昭
和
 

五
十
年
度
全
日
本
柔
道
選
手
権

東
北
予
選
大
会
が
東
北
柔
道
界

の
精
鋭
八
十
名
が
参
加
し
て
覇

を
競
え
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
か
ら
も
出
場
す

る
選
手
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。
 

◇
 
◇
 

市
で
は
、
五
十
年
度
か
ら
在

宅
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費

の
無
料
制
度
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
 
（市
議
会

に
提
案
中
）
 

こ
れ
は
、
在
宅
重
度
身
障
者

の
健
康
を
守
り
、
家
庭
の
負
担

の
軽
減
を
は
か
る
た
め
に
お
こ

な
う
も
の
で
す
。
 

△
実
施
時
期
と
内
容
 

ー
麟

身
障
者
に

朗
報
 

四
月
か
ら
医
療
費
が
無
料
に
ー
 

生活環境 

パトロール本部 
住みよい 

環境づくりに 

曹、⑤ 1414 

r

、
、
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
 

④
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